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道路改良の場合

１車線道路の拡幅

１

CL

今日は構造物設計研修ということで、このあと○○講師から詳細な講義があり
ますが、まず最初に、擁壁工を事例にして、設計作業の全体の流れを説明します。
擁壁工を例にしますが、橋梁やグラウンドアンカー、その他の構造物について

も設計は基本的には同じ手順で行いますので、今まで設計の経験が無い方も、ま
ずこの全体的な流れを理解してください。
まず、１ページの横断面図のような現道１車線道路を２車線に拡幅する場合を

想定します。
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平面線形によって道路横断が決まり、最適な構造物の種類を選定する

①補強土壁 ②逆T式擁壁

③重力式擁壁 ④ブロック積

２

CL CL

CL CL

道路設計では、平面線形によって道路横断が変わり、必要な構造物の種類が変
わります。逆に大規模な構造物を避けるように線形を決定する場合もあります。
①が最も谷側へ拡幅した場合で、②、③、④の順に山側に新設道路の中心線を

変えてみます。
①図は、下に河川があり、これ以上前方に盛土できない場合で、盛土高が高く、

補強土壁のように鉛直で高い構造物を計画する必要があります。
②図は道路法線が少し山側に移動し、路肩端から谷側に盛土法面の形成が可能

で、なおかつ、河川に影響が出ないところで逆Ｔ擁壁を計画しています。
③図は谷川斜面に重力式擁壁の施工が可能な場合。
④図は小規模なブロック積のみで幅員が確保できる場合としています。

このように、構造物種類の選定は、基礎を設置することができる位置、構造物の
高さ、経済性及び施工性から選定することになります。
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構造物の設計

不安定とは？

滑動 転倒 沈下

３

§１安定計算（全体安定）

仮に、逆T式擁壁が選定されたとして、この逆T式擁壁を設計してみます。
設計では、構造物の安定・安全性を確認する必要があります。
では、そもそも、この逆Ｔ式擁壁が不安定な状態になる、壊れるとはどういう現
象でしょうか？
一つは水平方向への滑動、次は回転による転倒、そして、沈下などが考えられま
す。
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擁壁に対してどのような力が作用するか？

自重
土重量

土圧

土重量

輪荷重

地盤反力

４

安定計算するためには、擁壁に対してどのような力・荷重が作用するかを想定す
る必要があります。
どのような荷重を考慮するか、また、どのような形で作用させるかは道路土工
擁壁工指針で示されており、橋梁など他の構造物についても
同様に道路橋示方書等で作用させる荷重、荷重のかけ方（計算モデル）が示され
ています。
擁壁工指針では、50ページ以降に荷重の記載があり、画面のモデルは道路土工
擁壁工指針の９８ページ、９９ページを参照してください。
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力の大きさは何によって変化するか？

自重
土重量

土圧

土重量

輪荷重

地盤反力

土の形状

擁壁の
形状

輪荷重の
有無

土の単位
体積重量 土のせん

断強度
Φ、ｃ
（土質）

地盤強度
N値
Φ、ｃ

５

擁壁に対する荷重のかけ方はわかりました。次に力の大きさを計算しますが、力
の大きさは何によって変化するでしょうか？
１．擁壁の形状が変われば擁壁自重と背面の土重量が変わります。
２．輪荷重の有無によって土圧が変化します。
３．背面の土砂の破壊の形状（くさびの形）が変わると、土重量、土圧が変わり
ます。
４．土の単位体積重量が変わると土圧が変わります。
５．土のせん断強度（土質）が変わると、土圧が変わります。
６．地盤強度が変わると基礎として擁壁を支持できるかどうかが変わります。

安定計算を行うためには、土のせん断強度や単位体積重量、地盤強度を予め調査
などにより決定しておく必要があります。
この場合の調査内容や方法は、後ほど詳しく教えていただけると思います。
条件によっては、擁壁工指針６６ページにあるように規定の強度定数や単位体積
重量を用いることができます。
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作用する力がわかれば、不安定化する力と安定化
する力を比較して、安全（全体安定）を確認する。

土圧の
水平成分

土と底版
の摩擦力

滑動 転倒

許容偏心量

支持力

地盤支持力

転倒ﾓｰﾒﾝﾄ

抵抗ﾓｰﾒﾝﾄ

６

荷重条件が決定したら、計算により安定を確認します。
ここでは、滑動、転倒、支持力に対しての安定を確認していますが、擁壁工指針
１１０ページから、照査項目や照査方法が示されています。

2026/7



§２構造計算
（部材の安全性）

鉄筋コンクリート
断面の構造計算
・部材厚
・必要鉄筋量
（配筋規定も考慮）

・鉄筋の種類
・鉄筋径
・鉄筋配置間隔・あき
・かぶり
・鉄筋定着方法

D16@250 等

７

許容応力度法
(限界状態設計法)

これまでの安定計算で擁壁全体の安定は確認できました。
次に、部材の安全性の確認を行います。
仮に部材が安全ではないとすると、例のように縦壁やフーチングつま先が損傷し
ます。
そのようなことがないよう、縦壁部やフーチングのような逆T擁壁を構成する部
材の安全性を確認します。
擁壁工指針１４２ページ、１８０～１８９ページに照査方法が書かれています。
縦壁に荷重をかけた場合、鉄筋コンクリートの鉄筋やコンクリートに生じる応力
度が許容応力度以内であることを確認します。
その場合、鉄筋については、擁壁工指針１５２ページ～のように鉄筋量だけでは
なく、鉄筋の種類や鉄筋径、鉄筋配置間隔やかぶりといった配筋規定も示されて
いますので、その規定を踏まえた構造に対して構造計算を行います。
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設計の流れと道路土工指針等の設計基準

①荷重

計算モデル

②全体安定
照査項目・方法

③部材照査
・部材
・照査位置
・照査方法

④構造細目 ８

p.98,99

p.50～、p.94～

p.110～

p.142～
p.177～
(片持ち梁式）

p.152～

道路土工 擁壁工指針

§３まとめ

構造形式検討
調査 p.31～

p.26～

これまで説明してきた設計の流れをおさらいしましょう。
先ず、①計算モデルと荷重のかけ方が設計基準で規定されており、実際の設計対
象の土質条件や擁壁寸法を当てはめて荷重計算します。
次に② ①で求めた荷重条件で、設計基準できていされた安定照査項目について
の安定性を確認します。
次に③ 構造物を構成する部材についての安全性を照査します。この場合、④の
鉄筋配置などの構造細目の条件を満足する部材で照査を行います。
以上が設計の流れとなります。

2026/7



９

橋梁や法面アンカー等も基本は同じ

法面アンカーの場合

①計算モデル

荷重

②全体安定

③部材照査

必要抑止力

すべり形状

滑動・抵抗

アンカー配置

定着部
引張材

構造形式検討
調査

法面のグラウンドアンカーの場合を見てみましょう。
先ず、構造形式を決定しますが、この場合はすべり形状を先に特定する必要があ
ります。
計算モデルや荷重が決まれば、滑りに対する安全率を確保するために必要な滑り
塊全体に対する必要抑止力を計算します。
次にアンカーの配置を想定して、アンカー１本が分担する荷重に対して、アン
カー部材や定着部の構造の安全性を照査します。
計算モデルを決めて、全体安定を考え、最後に部材の強度等の安全を確認する。
全体的な流れは擁壁と似ていることがわかると思います。
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発注者・施設管理者にも技術力が必要

§４最後に

・設計段階で土質条件や荷重条件は、調査業務も行っ
ている発注者が一番よく知っている

・施工時に設計条件と現場条件等の違いに対
応する必要

（例：基礎地盤強度不足、配筋変更、擁壁高変更）

・異常発生時には自ら判断する必要がある場合も
（例：擁壁の変状、法面変状、橋梁損傷）

10

最後に、今日参加いただいた皆さんは、県や市町、企業団といった設計・工事の
発注者、また施設管理者の方々です。
実務として、自ら構造物を設計するシチュエーションは滅多にないと思いますが、
実際に安定計算等をするしないに関わらず、設計基準の内容や土質定数、鉄筋配
置等、現場ごとに変更となる可能性がある設計項目の知識は必ず必要な場面が出
てきます。
細かな計算式は、設計システムに任せるとして、設計の流れ、条件変更によって
影響がある照査項目などの基礎知識は、今後の業務の中で少しずつでも身に着け
てください。
ご清聴ありがとうございました。
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土圧の
水平成分

土と底版
の摩擦力

滑動 転倒

許容偏心量

支持力

地盤支持力

転倒ﾓｰﾒﾝﾄ

抵抗ﾓｰﾒﾝﾄ
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